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1 植 物は 二酸化炭素を吸い、酸素を出してくれる。緑を増やすことは、私たちの未来を守

ることにつながる。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

ア 二酸化炭素は必要ない イ緑は減らすべきだ ウ 植 物は役に立たない

エ緑を増やすことが未来を守る こたえ 

2 困っている人を見かけたら、勇気を出して声をかけたい。その小さな親切が、社会をあた

たかくしていく。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

ア 親切はおせっかいだ イ社会は変わらない ウ 小さな親切が社会をあたたかくする

エ 声をかけないほうがよい こたえ 

3 しっかり眠った日は、頭がすっきりして学習もはかどる。じゅうぶんな睡眠は、学びの

土台だ。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

ア睡眠は関係ない イじゅうぶんな睡眠は学びの土台だ ウ寝る時間はけずるべきだ

エ 夜ふかしがよい こたえ 

4 使わない電気はこまめに消す。小さな節電の積み重ねが、大きなエネルギーの節約につな

がっていく。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

アエネルギーは無限だ イ 小さな節電の積み重ねが大きな節約になる

ウ電気は使い放題でよい エ 節電は意味がない こたえ 

ぶんしょう ようし ひっしゃ しゅちょう

しょくぶつ にさんかたんそ す さんそ だ みどり ふ わたし みらい まも

ひっしゃ い ようし

にさんかたんそ ひつよう みどり へ しょくぶつ やく た

みどり ふ みらい まも

こま ひと み ゆうき だ こえ ちい しんせつ しゃかい

ひっしゃ い ようし

しんせつ しゃかい か ちい しんせつ しゃかい

こえ

ねむ ひ あたま がくしゅう すいみん まな

どだい

ひっしゃ い ようし

すいみん かんけい すいみん まな どだい ね じかん

よ

つか でんき け ちい せつでん つ かさ おお せつやく

ひっしゃ い ようし

むげん ちい せつでん つ かさ おお せつやく

でんき つか ほうだい せつでん いみ



5 どんなに小さな一歩でも、続けることで大きな力になる。今日できることを、こつこつ積

み重ねていきたい。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

アこつこつ続けることが大きな力になる イ 努力は続かない ウ一度に大きくやるべきだ

エ 小さな一歩は意味がない こたえ 

6 夢は 大きいほどよいと言われる。だが、その夢に近づくのは、毎日の小さな努力の積み

重ねだ。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

ア 努力は意味がない イ 夢に近づくには毎日の努力の積み重ねが大切だ

ウ 夢は持たないほうがよい エ一度に大きく変えるべきだ こたえ 

7 うまくいかないときこそ、やり方を見直すよい機会だ。失敗を振り返ることで、次の一歩

が見えてくる。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

ア 失敗は見ないほうがよい イ 失敗を振り返ることが次につながる

ウすぐあきらめるべきだ エやり方は変えなくてよい こたえ 

8 毎日の食事は、多くの人の働きに支えられている。「いただきます」の一言に、感謝の

心をこめたい。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

ア食事に感謝の心をこめたい イ食事は当たり前だ ウあいさつはいらない

エ感謝は必要ない こたえ 

ちい いっぽ つづ おお ちから きょう つ

かさ

ひっしゃ い ようし

つづ おお ちから どりょく つづ いちど おお

ちい いっぽ いみ

ゆめ おお い ゆめ ちか まいにち ちい どりょく つ

かさ

ひっしゃ い ようし

どりょく いみ ゆめ ちか まいにち どりょく つ かさ たいせつ

ゆめ も いちど おお か

かた みなお きかい しっぱい ふ かえ つぎ いっぽ

み

ひっしゃ い ようし

しっぱい み しっぱい ふ かえ つぎ

かた か

まいにち しょくじ おお ひと はたら ささ ひとこと かんしゃ

こころ

ひっしゃ い ようし

しょくじ かんしゃ こころ しょくじ あ まえ

かんしゃ ひつよう



9 発 表がうまくいくかどうかは、前もっての準備で決まることが多い。しっかり備えて

本番にのぞみたい。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

ア 準備は必要ない イ本番は運で決まる ウ 準備は当日でよい

エしっかり準備して本番にのぞみたい こたえ 

10 川や海をよごさないためには、まず自分の出すごみを減らすことだ。一人一人の心がけ

が、水を守る。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

ア 川や海はよごれても平気だ イ水は守れない ウごみは減らせない

エ一人一人の心がけが水を守る こたえ 

11 同じ物 語でも、読む人によって思いえがく景色はちがう。読書は、想像する力を育てて

くれる。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

ア 想像は役に立たない イ 読書は想像する力を育てる ウ本は読まないほうがよい

エ 物 語はみな同じに見える こたえ 

12 動物にも 感情があり、痛みを感じる。生き物の命を大切にする気持ちを忘れてはいけな

い。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

ア人間だけが大事だ イ動物に感情はない ウ 命は大切ではない

エ生き物の命を大切にすべきだ こたえ 

はっぴょう まえ じゅんび き おお そな

ほんばん

ひっしゃ い ようし

じゅんび ひつよう ほんばん はこ き じゅんび とうじつ

じゅんび ほんばん

かわ うみ じぶん だ へ ひとり ひとり こころ

みず まも

ひっしゃ い ようし

かわ うみ へいき みず まも へ

ひとり ひとり こころ みず まも

おな ものがたり よ ひと おも けしき どくしょ そうぞう ちから そだ

ひっしゃ い ようし

そうぞう やく た どくしょ そうぞう ちから そだ ほん よ

ものがたり おな み

どうぶつ かんじょう いた かん い もの いのち たいせつ きも わす

ひっしゃ い ようし

にんげん だいじ どうぶつ かんじょう いのち たいせつ

い もの いのち たいせつ



13 人にはそれぞれ、得意なことも苦手なこともある。違いを認め合うことで、みんなが力を

出せる。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

ア 違いは悪いことだ イみんな同じであるべきだ ウ 苦手な人は必要ない

エ 違いを認め合うことが大切だ こたえ 

14 丁寧な言葉づかいは、相手を大切にする気持ちを伝える。場面に合った言葉を選びたいも

のだ。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

ア場面に合ったていねいな言葉を選びたい イていねいさは不要だ

ウ 言葉づかいは気にしなくてよい エいつも同じ言葉でよい こたえ 

15 読んだ本の内容は、時間がたつと 忘れてしまう。心に残った言葉を書き留めておけば、

いつでも思い出せる。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

ア 忘れることはよいことだ イノートは必要ない

ウ心に残った言葉を書き留めておくとよい エ本は読まないほうがよい こたえ 

16 インターネットには 便利な情報があふれている。だが、それが正しいかどうかを自分で

確かめる力が欠かせない。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

ア情報が正しいか確かめる力が大切だ イ 調べる必要はない ウ情報は多いほどよい

エネットの情報はすべて正しい こたえ 

ひと とくい にがて ちが みと あ ちから

だ

ひっしゃ い ようし

ちが わる おな にがて ひと ひつよう

ちが みと あ たいせつ

ていねい ことば あいて たいせつ きも つた ばめん あ ことば えら

ひっしゃ い ようし

ばめん あ ことば えら ふよう

ことば き おな ことば

よ ほん ないよう じかん わす こころ のこ ことば か と

おも だ

ひっしゃ い ようし

わす ひつよう

こころ のこ ことば か と ほん よ

べんり じょうほう ただ じぶん

たし ちから か

ひっしゃ い ようし

じょうほう ただ たし ちから たいせつ しら ひつよう じょうほう おお

じょうほう ただ



17 むずかしい問題ほど、解けたときの喜びは大きい。すぐにあきらめず、じっくり考えぬく

ことが大切だ。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

アむずかしい問題はさけるべきだ イ 考えてもむだだ ウすぐ答えを見るべきだ

エあきらめずじっくり考えぬくことが大切だ こたえ 

18 便利な世の中になっても、自分の頭で考えることをやめてはいけない。考える力こそが

人を成長させる。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

ア 自分の頭で考える力が大切だ イ人に任せればよい ウ 考えるのはむだだ

エ 便利ならそれでよい こたえ 

19 ごみを減らすことは、一人一人の小さな心がけから始まる。まずは自分にできることから

始めてみよう。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

ア 小さな心がけには意味がない イ 自分にできることからごみ減らしを始めよう

ウごみは国だけが減らすものだ エごみは減らせない こたえ 

20 ものを大切に長く使うことは、ごみを減らし、お金も節約できる。物を大事にする心を育

てたい。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

ア新品ほどよい イ 物を大切にする心を育てたい ウすぐに捨てるべきだ

エ 節約は必要ない こたえ 

もんだい と よろこ おお かんが

たいせつ

ひっしゃ い ようし

もんだい かんが こた み

かんが たいせつ

べんり よ なか じぶん あたま かんが かんが ちから

ひと せいちょう

ひっしゃ い ようし

じぶん あたま かんが ちから たいせつ ひと まか かんが

べんり

へ ひとり ひとり ちい こころ はじ じぶん

はじ

ひっしゃ い ようし

ちい こころ いみ じぶん へ はじ

くに へ へ

たいせつ なが つか へ かね せつやく もの だいじ こころ そだ

ひっしゃ い ようし

しんぴん もの たいせつ こころ そだ す

せつやく ひつよう



こたえ　しょう6 こくご「文章の 要旨・筆者の 主張」 その1

1  エ 緑を増やすことが未来を守る

2  ウ 小さな親切が社会をあたたかくする

3  イ じゅうぶんな睡眠は学びの土台だ

4  イ 小さな節電の積み重ねが大きな節約になる

5  ア こつこつ続けることが大きな力になる

6  イ 夢に近づくには毎日の努力の積み重ねが大

切だ

7  イ 失敗を振り返ることが次につながる

8  ア 食事に感謝の心をこめたい

9  エ しっかり準備して本番にのぞみたい

10  エ 一人一人の心がけが水を守る

11  イ 読書は想像する力を育てる

12  エ 生き物の命を大切にすべきだ

13  エ 違いを認め合うことが大切だ

14  ア 場面に合ったていねいな言葉を選びたい

15  ウ 心に残った言葉を書き留めておくとよい

16  ア 情報が正しいか確かめる力が大切だ

17  エ あきらめずじっくり考えぬくことが大切だ

18  ア 自分の頭で考える力が大切だ

19  イ 自分にできることからごみ減らしを始めよ

う

20  イ 物を大切にする心を育てたい


